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論文の内容の要旨
　本研究は，センサスのデータ集計方式による地域区分の問題点を明らかにするとともに，その解決策として個
票べ一スの空間情報システムを提示して，その有用性を検討することを目的としている。
　地域分析の際，地域単位の設定が分析結果に与える影響はMAUP（可変地域単位問題）と呼ばれている。非集
計データとGIS（地理情報システム）の連携によって，可変的に地域を設定できる環境が整備されつつある今日，
MAUPは注目を隼め，学界では活発な議論が展開されている。本研究では，MAUPが引き起こす3つの問題（ス
ケール，ゾーニング，生態学的誤謬）を取り上げ，地域区分方法によって統計数値がいかにゆがめられているか
をシミュレーションにより実証的に明らかにするとともに，センサス個票とGISをリンクさせた新しい小地域統
計のあり方を探った。
　第1章と第2章で，分析データ，方法，対象地域について検討したのち，第3章では，集計単位におけるスケー
ルとゾーニングの問題を検証した。ソウル市江甫区のノンヒョン2洞を対象に，まず多変量解析を活用した実験
によりスケール問題を検討した。280の基本単位区を，2個ずつ結合した140ゾーン，4個ずつ結合した70ゾーン，
8個ずつ結合した35ゾーンに分類し，それぞれ20セットを作成して重回帰分析（持ち家率を被説明変数，平均年
齢，有配偶率，男性率，学歴の4指標を説明変数）を施した結果，ゾーンの選定の仕方によって，標準偏回帰係
数や重相関係数の値が大きく変動することが判明した。ゾーン数が多くなるほど，重決定係数は低くなる傾向が
認められる。ついで，35ゾーンの区域を50セット作り，同じく重回帰分析の適用によりゾーンング問題を考察し
た。重回帰式を構築する上で有意な変数が50セットそれぞれによって異なり，重決定係数も74％から87％まで変
化するという結果を得た。このようにMAUPは深刻な統計学的諸問題を引き起こし，地域分析の結果に多大なバ
イアスを生じさせることが明らかになった。
　第4章では，主成分型因子分析とクラスター分析を援用して，生態学的誤謬の間題に取り組んだ。スケールと
ゾーニングは地域集計が引き起こす問題であるが，生態学的誤謬は集計単位を構成する個人や世帯に関する問題
である。集計前の個票レベルの属性や空間分布を充分に検討しないと，最適な地域単位を設定することは困難で
ある。まず，全7，396世帯と前述した280ゾーンを対比させて，社会経済的変数を対象とした相関分析を施し，個
票単位と地域単位で相関がどのように異なるかを考察した。ついで，280行14列の地理行列に主成分型因子分析
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を適用し，導出した因子得点行列にもとづきクラスター分析をおこなった。多変数を用いて地域区分をおこなう
場合，1）データ選択と標準化の影響，2）階層的分類にもとづくクラスター数の2つが生態学的誤謬に関して重
要であることが明らかになった。
　以上の点を踏まえ，第5章では，モバイルG玉Sを用いて非集計レベルでジオ・コーディングを施して，個票に
位置情報を付与した。そして，非集計データに基づく空間情報システムを構築し，その有用性の検証を試みた。最
初にノンヒョン2洞を対象に，地域類型（280の単位地区）と世帯類型（7，396世帯）のクロス集計をおこない，両
者間でどのような差異が生じるかを分析した。その結果，ノンヒョン2洞は都市計画によって造られた新興住宅
地であり，多様な属性の世帯が存在しているため，単位地区内で社会経済的等質性を保持した地域分類はきわめ
て困難であることが明らかになった。そこで，これに対処するため，望ましい小地域統計の一例として，区分さ
れた地域類型のうえに世帯類型を重ねるという新しい方法を提案した。個票に位置座標を付与し，目的に応じて
可変的な単位地域設定を試みるこの考え方は，センサスの集計方法に新しい概念を導入するものであり，これま
で地域は所与とみなしてきた固定概念からの脱却を促すパラダイム転換であるともいえよう。
審査の結果の要旨
　この研究は，韓国の2000年センサスデータを用いて，単位地域を設定する際に生じるゾーニング，スケール，
生態学的誤謬の3問題の深刻さを指摘し，これらのバイアスを回避するために個票をべ一スとした集計方法を提
示した点に独創性が認められる。センサス調査において世帯に位置座標（緯度・経度）を付与し，GISを援用して
マッピングや空間解析を可能にさせるという汎用的手法の提案は斬新である。過去のデータや他の統計調査デー
タとマッチングさせてパネル化すれば，新たな空間データの創出が可能になるなど，応用範囲は広いものと期待
される。また，土地利用が水平的・垂直的に展開する高密度居住域において，地域単位群と属性単位群をオーバー
レイさせて地域特性を把握することの有用性を指摘した点も，従来の地域分析法に新しい視点を加えたものとし
て高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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